
 

 

 ２０２４年１２月１９日 
 

小鹿野町・地域商社おがのとの連携による 
「第 75 回全国植樹祭」記念製品の開発について 
～小鹿野町産ヒノキの端材をアップサイクルした「森のタンブラー」～ 

 
 武蔵野銀行（頭取 長堀 和正）は、小鹿野町（町長 森 真太郎）および株式会社     
地域商社おがの（代表取締役 久保 聡、以下「地域商社おがの」）と連携し、２０２５年   
５月２５日に埼玉県で６６年ぶりに開催される「第７５回全国植樹祭」を記念した製品 
「森のタンブラー」を開発いたしましたので、お知らせします。 
 
 当行は、「第７５回全国植樹祭」協賛企業として、県民向けＰＲイベントの実施注１などに
取組んでまいりました。このようななか、半年後の植樹祭に向け一層の機運醸成を    
図るべく、会場 注 ２ となる小鹿野町および地域商社おがのと連携し、今般の      
「森のタンブラー」開発に至ったものです。 

 
この「森のタンブラー」は、植樹祭の「適切な森林整備と森林資源の循環利用を促進   

する」「森林・みどりを守り育て、元気な姿で未来の子どもたちに繋いでいく」という開催
理念のシンボルとしていただけることを目指し、小鹿野町産ヒノキの端材（通常廃棄   
される木材）をアップサイクルした製品といたしました。 

木材そのものの風合いとヒノキの無垢材のような香りを感じられるとともに、埼玉県の
マスコット「コバトン＆さいたまっち」を使用した植樹祭のロゴマークをあしらい、大人
から子どもまで幅広い方々に愛用いただけるようになっております。 

なお、「森のタンブラー」は、２０２４年１２月２０日（金）より、当行１００％出資の    
地域商社「むさしの未来パートナーズ」が運営するクラウドファンディングサイト   
「ＩＢＵＳＨＩＧＩＮ」で販売します。 

 
当行では今後も持続可能な地域づくりに向け、積極的に取組んでまいります。 
 
注１ ２０２３年５月および２０２４年５月に本店の地域創生スペース「Ｍ’ｓ ＳＱＵＡＲＥ」にて、 
   式典のお手植え樹種の見本展示などＰＲを行っております。 
注２ 小鹿野町・秩父市にまたがる「秩父ミューズパーク」が式典・植樹会場となります。 
 

≪「森のタンブラー」の概要≫ 

価格 税込５，５００円（２個セット）  

 

 購入 

方法 

クラウドファンディングサイト 

「ＩＢＵＳＨＩＧＩＮ」にて販売 

期間：１２月２０日（金）～３月１９日（水） 

特徴 

・小鹿野町産ヒノキの端材を用いた自然に優しい製品です 

・埼玉県のマスコット「コバトン＆さいたまっち」を使用した

植樹祭のロゴマーク入り 

・木材そのものの風合いとヒノキの無垢材のような香り 

・ビールのほか、コーヒーやお茶にもご利用いただけます 

以 上 
 報道機関からのお問い合わせ先 

地域サポート部 地域価値創造室 高金 和夫 

TEL（048）641‐6111


